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このたびは日立のオイルフリーコンプレッサをお買い上げいただき、
まことにありがとうございました。
ご使用になる前に、この「取扱説明書」をよく読み、その内容に沿って
正しくご使用ください。

なお、この「取扱説明書」は、自動アンローダ式、圧力開閉器式を併記しています。

本書中の要領図は圧力開閉器式FOH-22A　５/６を代表例として編集しております

ので、あらかじめご了承ください。

（換算率は １ＭＰａ＝１０.１９７ｋｇｆ/ｃｍ２です。）
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い
禁止

この記号は禁止の行為であることを告げるものです。
図の中に具体的な禁止内容が描かれています。

○　本製品は圧縮空気を製造する装置です。一般産業用に限ってご使用ください。
また、圧縮空気の取り扱いに関しましては危険を伴いますので、専門の知識を習得したうえでご使用ください。

○　 本製品は屋内でご使用ください。

○　この取扱説明書は、運転および保守点検を担当される取り扱い者の手近な所に保管しておいてください。なお、
製品の保証については、Ｐ１９を参照してください。

○　この取扱説明書・注意銘板の内容をよく読み、据え付け・運転・保守点検の実施および安全の情報や注意事項・操作・
取り扱い方法などの指示に従い、正しくご使用ください。

○　常に、この取扱説明書に記載してある使用範囲を守ってご使用ください。また、正しい保守点検を行い、故障を
未然に防止するようお願いします。

○　この取扱説明書に記載していない操作・取り扱い、日立純正部品以外の交換部品の使用や改造などを行わない
でください。機械の故障・人身災害の原因になることがあります。これらに起因する事故については、当社は
一切の責任を負いません。

○　この取扱説明書で理解できない内容・疑問点・不明確な点がございましたら購入先または最寄りの明治指定サービ
ス店にお問い合わせください。

○　この取扱説明書に記載している内容については、機器の改良などのため将来予告なしに変更することがあります。
○　運転不能・故障などが発生した場合は、すみやかに次のことを最寄りの明治指定サービス店にご連絡ください。
・機種 ・型式 ・製造番号など
・異常内容（異常発生前後の状態を含め、できるだけ詳細にご連絡ください。）

○　本製品を廃棄するときは、「廃棄物の処理および清掃に関する法律」に準拠し、必ず専門の産業廃棄物処理業者に
委託処理する必要があります。

○　圧縮機本体にはフッ素樹脂部品（ピストンリング・ガイドリング）が含まれています。フッ素樹脂部品を廃棄
する場合は、「廃棄物の処理および清掃に関する法律」に従って処理を行い、絶対に焼却処理をしないでください。
（熱分解すると有毒ガスが発生します。）

○　この製品は日本国内用として製造していますので、海外では使用しないでください。
○　この取扱説明書の内容の一部または全部を無断で転載したり、複写しないでください。

○　  本製品は屋内でご使用ください。 あああああああああああああああああああああああああ
ああああああああああああ本製品は屋内でご使用ください。
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オイルフリーコンプレッサの使い方を誤ると発火事故・感電事故などを起こす場合があります。
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これら安全上の注意は、明治オイルフリーコンプレッサの安全に関して、より重要な面を補う提案です。
お客様は、機器・施設の安全な運転および保守のために各種規格・基準に従って安全施策を確立してください。
当社は、お客様がこれら安全上の注意を無視した結果の責任は負いかねます。
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明治純正部品



・雨や蒸気などの水分のかかる場所では使用しないでくだ
さい。（漏電・各部の発錆・寿命低下の原因となります。）
・屋外や直射日光が当たる場所では使用しないでください。
(過熱・変色・変質・劣化の原因となります。)

アンモニア・酸・塩素ガス・塩分・臭素・亜硫酸ガスなどの
腐食性ガスのある場所では使用しないでください。
(圧縮機本体・空気タンクおよび各構成部品の発錆・腐食・
寿命低下の原因となります。)

鉄粉・砂じん・粉じん・木くず・石粉・ヒューム（細かな鉄粉）
などの異物がオイルフリーベビコンにかかる場所では使用
しないでください。（寿命低下・破損・爆発事故・絶縁不良・
短絡・導通不良の原因となります。）

○周囲温度は圧縮機運転中で０～４０℃の範囲で使用してください。（軸受寿命低下・焼き付き・破損の原因となります。）
○高所への設置は、製品の落下やメンテナンス時の部品落下などのおそれがありますので、行わないでください。
○工場配管との接続は必ず指定のゴムホース（ＪＩＳ Ｋ-６３７９相当品）を使用してください。
ガス管による直接配管や不適当なゴムホース・フレキシブルチューブは使用しないでください。
（溶接部の破損、ホース・チューブの亀裂・破損の原因となります。）
○元電源が規定電圧であることを確認し、必ず規定の周波数で使用してください。また、発電機は使用しないでください。
（起動不良・電動機焼損などの原因となります。）
○空気取り出し部に重量物（フィルタなど）を直接取り付けないでください。（配管の破損の原因となります。）
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オイルフリーコンプレッサで吸入圧縮、圧送できるガスは空気のみです。空気以外のガス圧縮には絶対に使用しないでください。（火災・破損の原因となります。）
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オイルフリーコンプレッサは呼吸器用エアー源や生命維持にかかわるような用途には使用しないでください。
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鉄粉・砂じん・粉じん・木くず・石粉・ヒューム（細かな鉄粉）などの異物がオイルフリーコンプレッサにかかる場所では使用しないでください。（寿命低下・破損・爆発事故・絶縁不良・短絡・導通不良の原因となります。）
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ピストンリング・ガイドリング・各軸受は標準的な使用で１０，０００時間が交換時間です。
１０，０００時間以上の使用は絶対にしないでください。１０，０００時間点検・整備は購入先または最寄りの
明治指定サービス店に依頼してください。
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部品交換する場合は必ず明治純正部品を使用してください。



第二種圧力容器明細書

第二種圧力容器明細書は、厚生労働大臣が定める第二

種圧力容器構造規格の要件を具備し、使用を証明する

重要な書類です。再発行はできませんので大切に保存

してください。

定期自主検査

第二種圧力容器について法規な設置届けの必要はあり

ませんが、定期自主点検については法的実施義務が

あります。１年以内ごとに１回、自主検査を実施してくだ

さい。検査記録は、３年間保存してください。

不明な点につきましては最寄りのサービスステーショ

ンまでご連絡ください。

オイルフリーベビコンのご使用に際しては、オイルフリーベビコンを含めた機器・施設の安全な運転および保守のために、
各種規格・基準に従って安全施策を確立してください。
国や自治体の消防、電気、安全関連の法規・規則、またそれぞれの企業や事業所での規則・規定としての守るべき事項に従って
ください。
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本取扱説明書は、オイルフリーコンプレッサの仕様・構造・据え付け・運転・保守点検に関する説明書です。
本取扱説明書には、オイルフリーコンプレッサの機能を円滑、かつ安全に発揮させるために必要な操作方法が記載されています。
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例）自動アンローダ式　FOU-22A　5/6
例）圧力開閉器式　FOH-22A　5/6
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不明な点につきましては最寄りの明治指定サービス店までご連絡ください。
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オイルフリーコンプレッサのご使用に際しては、オイルフリーコンプレッサを含めた機器・施設の安全な運転及び保守のために、各種規格・基準に従って安全施策を確立してください。
国や自治体の消防、電気、安全関連の法規・規則、またそれぞれの企業や事業所での規則・規定としての守るべき事項に従ってください。
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オイルフリーコンプレッサのご使用に際しては、
下記の法規が適用されます。



ベルトオオイ

▲

▲

ベルトオオイ

タイムカウンタ

▲

ＯＮ-ＯＦＦスイッチ▲

ＯＮ-ＯＦＦスイッチ▲

タイムカウンタ

▲

user
テキストボックス
FOU-22A　5/6
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アンローダパイロット弁
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空気弁
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アワーメータ
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ブリーザ
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圧力スイッチ
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●クレーンの操作をする人は、クレーン運転免許所持者のほか、

必要な講習または教育を受けた方のみ行えます。玉掛けは、

玉掛け技能講習修了者のみ行えます。

１．ワイヤーロープが張ったところで一旦止めて安全を確認して
ください。（落下事故、衝突などの原因となります。）

２．吊り上げて移動の際、ワイヤーサイズが不適当な場合、落下
事故の危険がありますので、必ず １２ｍｍ以上のものを使用
してください。

３．吊り荷の真下や進路方向には人がいないことを確認してから
吊り上げて移動してください。(落下事故、衝突などの原因
となります。)

●オイルフリーコンプレッサの当たる
ところには、傷つけないように当ても
のをしてください。

●圧縮機本体、電動機などにワイヤーを
掛けた吊り上げは行わないでください。
（破損の原因となります。）

user
テキストボックス
傾斜地にオイルフリーコンプレッサを置いた場合、自走してぶつかり、けがをする場合がありますので、ご注意ください。
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水平で十分強度のある床に
設置してください。

梱包木枠に乗せたまま使用
しないでください。

明るく、広く、平らで風通しの良い室内に据え付けてください。
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地震対策としてオイルフリーコンプレッサを固定する場合は、下図のように基礎ボルトで床に固定してください。その際、固定方法によっては振動により空気タンクに亀裂が発生する場合がありますので、専用の固定金具を用いて固定してください。
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オイルフリーコンプレッサと工場配管の接続は、必ず指定のゴムホースをご使用ください。
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ゴムホースは耐圧・耐熱ゴムホース（JIS K-6379相当品）をご使用ください。ゴムホースは必ずホースバンドで固定してください。
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オイルフリーコンプレッサを２～３台並列運転する場合は
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①各オイルフリーコンプレッサごとの枝管に空気弁と逆止弁を　 設けて　ください。
②アンローダパイロット弁（圧力スイッチ）の圧力制御機器は1
　 個で全部のオイルフリーコンプレッサを制御してください。
　 圧力制御機器の圧力設定は、最高圧力の低い物に合せ
　 てください。
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ゴムホースを使用せず、オイルフリーコンプレッサと工場配管を直接接続したり、フレキシブルチューブを用いると振動により破損する場合がありますので、必ず、指定のゴムホース（JIS K-6379相当品）を使用ください。
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空気取り出し口の空気弁部および空気タンク下部のドレン抜き部に直接重量物（フィルタ・ドレントラップなど）を取り付けないでください。配管等が破損する危険があります。
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アンローダパイロット弁または
圧力スイッチ
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空気弁

user
テキストボックス
空気弁

user
画像

user
画像

user
画像

user
画像



ＯＮ－ＯＦＦスイッチ
ＯＮ－ＯＦＦスイッチ

1．	接地（アース）工事を行ってください。接地（アース）はＤ種接地工事を行ってください。

2．	電源配線を接続してください。電源は規定電圧、単相１００/１００・１１０Ｖ(５０/６０Ｈｚ)、三相２００/２００・２２０Ｖ

	 (５０/６０Ｈｚ)であることを確認してください。
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電源は、必ず元電源とオイルフリーコンプレッサの間に電動機回路用漏電遮断器を通して接続してください。漏電遮断器は１台ごとに設けてください。
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2.2kW以上のオイルフリーコンプレッサに進相コンデンサを使用する場合は、
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▲

元電源スイッチを入れた後に、ＯＮ-ＯＦＦスイッチ

ＯＮ を押して1、2秒運転し、圧縮機の回転方向が

ベルトオオイの上部に表示してある回転方向と

同一であることを確認してください。



ＯＮ－ＯＦＦスイッチ  ＯＮ  を押して、10分以上の

無負荷運転をしてください。
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テキストボックス
作動に異常がある場合は明治指定サービス店にご連絡ください。
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空気取り出し口の空気弁を全開にしてください。
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空気弁を閉じて空気タンクの圧力が上昇することを確認してください。
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圧力計の朱線目盛圧力になるとアンローダパイロット弁（圧力スイッチ）が作動して圧力上昇が止まることを確認してください。
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空気弁
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空気弁

user
テキストボックス
アンローダパイロット弁
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圧力スイッチ
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アンローダ
パイロット弁
圧力スイッチ



注意
○運転中に圧力計の指針が朱線以上にならないことを
確認してください。

○停電および雷の時は、必ず 元電源 のスイッチを OFF 
にしてください。

○１日の作業が終わりましたら、圧縮機を停止して、空気タンク内のドレンおよび圧縮空気を抜いてください。
ドレン抜きを行わないと空気タンク内にドレンがたまり、吐出し空気に水が出たり、圧縮機の起動頻度が上がり、
電動機の焼損になる場合があります。

警告
0.75ｋＷオイルフリーベビコンのサーマルリレーは自動復帰式です。
作業を行う場合は、必ずＯＮ－ＯＦＦスイッチの  ＯＦＦ  ボタンを押して、元電源を切ってから行ってください。
(感電・けがの原因となります。）

ＯＮ－ＯＦＦスイッチ  ＯＮ  を押してください。

ＯＮ－ＯＦＦスイッチ   ＯＦＦ を押してください。

●電動機の過電流保護装置として、０．７５ｋＷオイルフリーベビコンのＯＮ－ＯＦＦスイッチ内にサーマルリレーが
装備されています。サーマルリレーの作動によりオイルフリーベビコンが自動停止する場合がありますので、
次の作業を行ってください。
①ＯＮ－ＯＦＦスイッチの ＯＦＦ ボタンを押してください。
②元電源を切り、サーマルリレー作動の原因を取り除いてください。原因としては、配線が細すぎるための電圧降
下、空気弁の漏れ、電動機の異常などが考えられます。
③自動復帰式ですので、しばらく時間をおいてください。（３０分以上）
④元電源を入れ、ＯＮ－ＯＦＦスイッチの ＯＮ ボタンを押して運転を再開してください。運転再開後、オイルフリー
ベビコンがサーマルリレーの作動により繰り返し自動停止する場合は、購入先または最寄りのサービスステー
ションにご連絡ください。

user
テキストボックス
空気取り出し口の空気弁を全開にしてください。

user
テキストボックス
必要に応じて空気弁を調整してください。

user
テキストボックス
空気取り出し口の空気弁を全閉にしてください。

user
テキストボックス

user
画像

user
テキストボックス
特に圧力開閉器式は、空気タンクの圧力が低下すると自動的に運転を開始しますので、ご注意ください。

user
テキストボックス
電動機の過電流保護装置として、1.5kWオイルフリーコンプレッサのON-OFスイッチ内にサーマルリレーが装備されています。サーマルリレーの作動によりオイルフリーコンプレッサが自動停止する場合がありますので、次の作業を行ってください。

user
テキストボックス

user
テキストボックス
オイルフリーコンプレッサがサーマルリレーの作動により繰り返し自動停止する場合は、購入先または最寄りの明治指定サービス店にご連絡ください。

user
テキストボックス
1.5kWオイルフリーコンプレッサのサーマルリレーは自動復帰式です。



警告
電磁開閉器のカバーをはずす場合は、必ず元電源を切ってから作業を行ってください。
(感電・けがの原因となります。)

10

●電動機の過電流保護装置として、２.２～１１ｋＷオイルフリーベビコンの電磁開閉器内にサーマルリレーが装備
されています。サーマルリレーが作動した場合は、次の操作を行ってください。

①ＯＮ－ＯＦＦスイッチの ＯＦＦ ボタンを押してください。

②元電源を切り、サーマルリレー作動の原因を取り除いてください。原因としては、配線が細すぎるための電圧
降下、空気弁の漏れ、電動機の異常などが考えられます。

③電磁開閉器のカバーをはずし、青色のリセットボタンを押してください。

④電磁開閉器のカバーを取り付け、元電源を入れてＯＮ－ＯＦＦスイッチの ＯＮ ボタンを押し、運転を再開して
ください。運転再開後、サーマルリレーが繰り返し作動する場合は、購入先または最寄りのサービスステーション
にご連絡ください。

user
テキストボックス
電動機の過電流保護装置として、2.2～11kWオイルフリーコンプレッサの電磁開閉器内にサーマルリレーが装備されています。サーマルリレーが作動した場合は、次の操作を行ってください。

user
テキストボックス
ください。運転再開後、サーマルリレーが繰り返し作動する場合は、購入先または最寄りの明治指定サービス店にご連絡ください。



注)	１.	○印は運転開始後または部品交換後からの点検時間、●は部品交換時間を表します。
	 ２.	点検整備は、運転時間または年数(月数)のうちどちらか早く達した時点で行ってください。
	 ３.	　　　 部の点検整備は購入先または最寄りの明治指定サービス店に依頼してください。
	 ４.	分解整備を行う場合は、必ずパッキンを新品に交換してください。
	 ５.	空気タンクは、厚生労働省が定める圧力容器構造規格により、１年に１回以上の定期自主点検の実施およびその点検
		  記録保管の義務があります。付属の第二種圧力容器点検記録用紙に従って点検を実施してください。
		  また、点検記録を３年間保管してください。

user
テキストボックス
オイルフリーコンプレッサを良い状態で永くご使用いただくために、日常のお手入れが大切です。下記一覧表の時期で点検・整備を実施して下さい。故障・不具合が発生した場合は、購入先または最寄りの明治指定サービス店にご連絡ください。

user
テキストボックス
圧力計・アンローダパイロット弁
圧力スイッチ・安全弁の作動

user
テキストボックス
吸込みろ過器・ブリーザの汚れ、
目詰まり

user
テキストボックス
バルブの漏れ

user
テキストボックス
ガイドリング

user
テキストボックス
バルブ

user
テキストボックス
異常がある場合は購入先または、最寄りの明治指定サービス店で修理




１．安全弁は、空気タンク内圧力が規定以上になると作動して、圧縮機および電動機の過負荷や空気タンクの破損を防止する重要な
安全装置です。

２．安全弁が作動した場合は、購入先または最寄りのサービスステーションにご連絡ください。
３．ドレンを抜く際、空気タンク内に圧力があるとドレンが勢いよく噴き出すことがありますので、ドレン抜きを徐々に開いてください。
（噴出、汚損の原因となります。）

user
テキストボックス
アンローダパイロット弁の作動確認（自動アンローダ式）

user
テキストボックス
圧力スイッチの作動確認（圧力開閉器式）

user
テキストボックス
アンローダパイロット弁、圧力スイッチは設定圧力で作動し、圧縮機を自動的に無負荷運転、起動停止させるとともに圧力の上昇を防ぎます。設定圧力は下表の通りです。

user
テキストボックス
アンローダ
パイロット弁

user
テキストボックス
圧力スイッチ

user
テキストボックス
据え付け床面とオイルフリーコンプレッサに隙間がある

user
テキストボックス
明治指定サービス店に連絡ください

user
テキストボックス
安全弁が作動した場合は、購入先または最寄りの明治指定サービス店にご連絡ください。


user
テキストボックス
0.75～5.5ｋW



１．    清掃時はじん埃が目や口に入らないように注意してください。
２．   吸込ろ過器詰め物の汚れ・目詰まりが激しい場合は、そのまま
ご使用になりますと吐出し空気量の低下や圧縮機・吸込ろ過器の
破損につながる場合がありますので、新品に交換してください。

３．   クランク室呼吸フィルタ詰め物の汚れ・目詰まりが激しい場合は、
そのままご使用になりますと圧縮機・軸受の寿命低下・破損に
つながる場合がありますので新品に交換してください。

user
テキストボックス
吸込ろ過器・ブリーザの点検・清掃

user
テキストボックス
①吸込みろ過器・ブリーザのカバーを外してください。


user
テキストボックス
②吸込みろ過器・ブリーザフィルタを外し、ブラシで　清掃後エアー吹きしてください。

user
テキストボックス
吸い込みろ過器フィルタ

user
テキストボックス
吸い込みろ過器フィルタ

user
テキストボックス
　ブリーザフィルタ

user
テキストボックス
吸込みろ過器フィルタの汚れ・目詰まりが激しい場合は、そのままご使用になりますと吐出し空気量の低下や圧縮機・吸込みろ過器の破損につながる場合がありますので、新品に交換してください。

user
テキストボックス
ブリーザフィルタの汚れ、目詰まりが激しい場合は、そのままご使用になりますと圧縮機、軸受の寿命低下、破損につながる場合がありますので新品に交換してください。

user
テキストボックス
バルブの漏れ確認

user
テキストボックス
空気弁を完全に閉じて最高圧力0.93MPa（0.75～5.5kW）、0.85MPa（7.5、11kW）で停止させ、３０分間放置し、圧力降下が最高圧力の２０％以内であることを確認してください。圧力降下が最高圧力の２０％を越える場合は、バルブの漏れ、その他の漏れが多くなっていますので明治指定サービス店へ点検をご依頼ください。


user
テキストボックス
空気弁



user
テキストボックス
ピストンリング・ガイドリングの点検

user
テキストボックス
各軸受は、耐熱性グリースを密封したシールドベアリングを使用しています。回転がスムーズでなかったり、多量にグリースが洩れていますと事故の原因となりますので、購入先または最寄りの明治指定サービス店に修理を依頼してください。

user
テキストボックス
ピストンリング・ガイドリングの交換

user
テキストボックス
ピストンリング・ガイドリングは必ず交換してください。

user
テキストボックス
ガイドリングの厚さ測定

user
テキストボックス
ピストンリング・ガイドリングの点検時に厚さを測定して、巻末の点検整備記録表に記録し、リング交換時期の目安としてください。

user
テキストボックス
ピストンリング・ガイドリング・各軸受は標準的な使用で１０，０００時間が交換時間です。
それ以上の使用は絶対にしないでください。

user
テキストボックス
　ガイドリング

user
テキストボックス
　ガイドリング



user
テキストボックス
空気弁・ドレン抜きを閉じて空気タンクの圧力が０MPa
～最高圧力に達するまでの標準時間は次の通りです。

user
テキストボックス
上記以上の時間がかかる場合は、各部の漏れ、バルブの異常・吸込ろ過器フィルタの目詰まり・ピストンリングの磨耗などが考えられますので点検を行ってください。

user
テキストボックス

user
画像



user
テキストボックス
バルブの漏れ

user
テキストボックス
清掃またはバルブセットで新品と交換

user
テキストボックス
原因不明の場合は、明治指定サービス店へ連絡

user
テキストボックス
（1.5～11kW）

user
テキストボックス
バルブの漏れ

user
テキストボックス
アンローダパイロット弁の故障

user
テキストボックス
圧力スイッチの故障

user
テキストボックス
ピストンがバルブに当たる

user
テキストボックス
ピストンリング・ガイドリングの磨耗

user
テキストボックス
清掃またはバルブセットで新品と交換

user
テキストボックス
購入先または明治指定サービス店へ連絡

user
テキストボックス
購入先または明治指定サービス店へ連絡

user
テキストボックス
部の処置は、購入先または最寄りの明治指定サービス店に依頼してください。



user
テキストボックス

user
テキストボックス

user
テキストボックス

user
テキストボックス

user
画像

user
テキストボックス

user
長方形

user
長方形

user
画像

user
画像

user
テキストボックス

user
画像

user
テキストボックス

user
テキストボックス

user
画像

user
画像

user
テキストボックス

user
画像

user
テキストボックス

user
長方形

user
長方形

user
楕円

user
楕円

user
楕円

user
テキストボックス
⑦電子式オートドレン
　　　　　　　　　トラップ

user
テキストボックス
電子式オートドレントラップ

user
画像

user
テキストボックス

user
画像

user
テキストボックス
⑤エアー　 　 フィルタ

user
テキストボックス
⑥空気　　　 タンク

user
テキストボックス
⑧防じんフィルタ

user
画像

user
テキストボックス
空気タンク

user
テキストボックス
⑤

user
テキストボックス
⑥

user
テキストボックス
⑦

user
テキストボックス
⑧

user
長方形

user
画像

user
テキストボックス
オイルフリーコンプレッサから得られた圧縮空気をより上手にご利用いただくために、周辺機器として次のものを取り揃えてありますので、目的に合せてご活用ください。



アフターサービスについてご不明の場合、その他お困りの場合は、お買い求めの販売店、または別紙記載の最寄のサービスステー
ションにお問い合わせください。

型式銘板

user
テキストボックス
アフターサービスについてご不明の場合、その他お困りの場合は、お買い求めの販売店、または明治指定サービス店にお問い合わせください。

user
長方形

user
テキストボックス

user
画像

user
長方形

user
テキストボックス
22A   5

user
長方形

user
テキストボックス
FOU-15A   5/6

user
テキストボックス
FOU-22A　 5/6

user
テキストボックス
FOU-37A　 5/6

user
テキストボックス
FOU-55A　 5/6

user
テキストボックス
FOU-75A 　5/6

user
テキストボックス
FOU-110A　5/6

user
テキストボックス
FOH-15A　　5/6

user
テキストボックス
FOH-22A 　 5/6

user
テキストボックス
FOH-37A 　 5/6

user
テキストボックス
FOH-55A　　5/6

user
テキストボックス
FOH-75A    5/6

user
テキストボックス
FOH-110A　5/6

user
テキストボックス
ご修理を依頼される時および部品がご入用の時は銘板の型式（右図参照）をご確認の上、最寄りの当社販売店・または明治指定サービス店へお問い合わせください。
なお修理に使う部品は明治純正部品をご使用ください。

user
テキストボックス
FOH-08　　5/6

user
テキストボックス
FOH-08 S　5/6



また、本製品の故障または不具合に伴う生産補償、営業補償、復旧費用などの二次補償に対する保証、および本製品の
故障または不具合に伴い発生した物的損害、人的損害を含む二次的損害に対する保証は致しません。なお、本保証は
日本国内で使用される場合に限り適用されます。

user
テキストボックス
ガイドリング



 

お客様メモ  
 
運転開始前、必ず下記空欄に必要なことがらを記入しておいて下さい。点検のとき役に立ちます。 

 

形   式 
 

製 造 番 号 
 

ご 購 入 年 月 日 年   月   日 

ご 使 用 開 始 年 月 日 年   月   日 

ご 購 入 先 

                 ＴＥＬ  

 

株式会社 明治機械製作所 

 

・本社      〒532-0027   大阪市淀川区田川２丁目３番１４号 

                  

・東京支店    〒135-0042   東京都江東区木場２丁目５番７号ＫＨビル内５階 

                  ＴＥＬ.03(3642)0701  ＦＡＸ.03(3642)3200 

・名古屋支店    〒468-0045   名古屋市天白区野並２丁目３４５番地 

                  ＴＥＬ.052(896)1921  ＦＡＸ.052(896)6831 

・大阪支店    〒532-0027   大阪市淀川区田川２丁目３番１４号 

                  ＴＥＬ.06(6309)8151  ＦＡＸ.06(6309)8157 

・広島支店    〒731-0137   広島市安佐南区山本１-９-６ サンロード 101 号 

                  ＴＥＬ.082(832)2258  ＦＡＸ.082(832)2289 

・福岡支店     〒816-0921   福岡県大野城市仲畑１丁目９番３号 

                  ＴＥＬ.092(587)1247  ＦＡＸ.092(502)6129 

・北関東営業所  〒376-0013   群馬県桐生市広沢町２丁目３０６４番地の１ 

                  ＴＥＬ.0277(52)3351  ＦＡＸ.0277(52)7880 

・岡山営業所      〒703-8214   岡山市東区鉄１６０番地 

                  ＴＥＬ.086(279)2853  ＦＡＸ.086(279)6460 

・静岡出張所     〒422-8035   静岡市駿河区宮竹２丁目１８番１号 

                  ＴＥＬ.054(236)5688  ＦＡＸ.054(237)6639 

・金沢出張所     〒920-0062   金沢市割出町６４６ 百山ビル内 

                  ＴＥＬ.076(238)6201  ＦＡＸ.076(238)9662 

・岡山工場       〒703-8214  岡山市東区鉄 160 番地 

                  ＴＥＬ.086(279)1251  ＦＡＸ.086(278)3798 

・ホームページアドレス     http://www.meijiair.co.jp/ 




